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国連環境計画は、
世界において、そして自らの
活動において環境的に健全な
取り組みを推進している。配布に

あたっては、国連環境計画のカーボン・
フットプリント削減を目指している。

��国連環境計画ʢ����೥ʣ
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໔੹߲ࣄ
ຊใࠂॻは、ڭҭ·たはඇӦར目的にݶり、ग़యを໌هした৔߹に、ஶ͔ऀݖ࡞らのಛผڐՄなしにࣜܗを໰Θͣ全ମ·たはҰ෦をෳ੡͢る
ͱ͕͜Ͱ͖る。ຊใࠂॻをग़యͱして࢖༻したग़൛෺のίϐーを国連環境計画にૹ෇して௖͚Ε͹޾いͰある。

国連環境計画͔らのॻ໘にΑるࣄલのڐՄなしに、ຊใࠂॻをൢ࠶目的·たはそのଞの঎ۀ目的Ͱ࢖༻͢る ͱ͜はͰ͖ない。�
。し、ҎԼにਃ੥͕ඞཁͰあるࡌهͼൣғにͭいてٴ目的༺࢖、の৔߹には༺࢖
%JSFDUPS
�$PNNVOJDBUJPO�%JWJTJPO
�6/�&OWJSPONFOU
�1��0��#PY������
�/BJSPCJ
������
�,FOZB�

ຊใࠂॻͰ࢖༻͞Εている໊শٴͼఏࣔ͞Εたࢿྉは、国、ྖ ౔、౎ࢢ、·たはそのݶݖの๏的஍Ґにؔ͢る、あるいは国境΍境界にؔ͢る
国連環境計画のݟղをࣔ͢΋のͰはない。ຊใࠂॻにお͚る஍ਤの࢖༻にؔ͢るҰൠ的なΨΠμンεにͭいては、ҎԼをࢀরの ͱ͜。
IUUQ���XXX�VO�PSH�%FQUT�$BSUPHSBQIJD�FOHMJTI�IUNBJO�IUN

ຊใࠂॻにお͚るۀا΍੡඼にͭいてのٴݴは、国連環境計画のঝೝをҙຯ͢る΋のͰはない。�
ઐ༗঎඼にؔ͢るຊใࠂॻ͔らの৘ใをએ఻·たはࠂ޿目的Ͱ࢖༻͢る ͱ͜はͰ͖ない。

஍ਤ、ࣸ ਅ、ਤのஶݖ࡞は໌͞هΕている௨りͰある。

Ҿ༻දه（ਪ঑）
6/&1�	����
��'SPOUJFST���������&NFSHJOH�*TTVFT�PG�&OWJSPONFOUBM�$PODFSO��6OJUFE�/BUJPOT�&OWJSPONFOU�1SPHSBNNF
�/BJSPCJ�

࡞੍
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������
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�����������
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ຊ൛は国連環境計画ʢ6/&1ʣʮ'SPOUJFST����������&NFSHJOH�*TTVFT�PG�&OWJSPONFOUBM�
$PODFSOʯのʮ5IF�/JUSPHFO�'JY��'SPN�/JUSPHFO�$ZDMF�1PMMVUJPO�UP�/JUSPHFO�$JSDVMBS�
&DPOPNZʯষの೔ຊޠ຋༁൛Ͱある。
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��世لは͡ΊにೋਓのυΠπਓԽֶऀ、フリッπ・ϋーόーͱカーϧ・ボッγϡは、̓ ՁͰେن
໛に߹੒஠ૉをੜ͢࢈るํ๏を։ൃした。そのൃ໌は஠ૉංྉのେྔੜ࢈をՃ଎し、世界の
೶ۀをసͤ͞׵た。͜ Εはಉ࣌に、஍ٿの஠ૉόϥンεにର͢るզʑの௕ظ的なׯবのは͡·
りͰ΋あった。ຖ೥、推ఆ�
���ԯถυϧ෼の൓Ԡੑ஠ૉ͕環境にഉग़͞Ε、౔৕をྼԽͤ͞、
େؾをԚછし、Տ઒΍ބপにお͚るʮσッυκーンʯ΍༗ಟな૶ྨൟ৩の֦େをҾ͖ى し͜て
いる。

ଟ の͘Պֶऀ ʮ͕ਓ৽世ʢ"OUISPQPDFOFʣʯをݱ୅の஍࣭೥୅のެ໊ࣜͱ͢΂͖ͩͱএ͑るの
΋ແཧはない。́ Μの͜͜਺े೥Ͱ、ਓྨは自વมԽの���ഒ΋の଎͞Ͱ஍ٿのԹ౓を্ঢ͞
ͤて͖た。ਓྨは·た、஍ٿの཮໘の���Ҏ্をҙਤ的にվมし、世界のՏ઒の���Ҏ্のྲྀ
ΕをෆՄٯ的にม͑てし·った。ੜ෺ݍにେ͖なมԽを΋たらしている͚ͩͰな ΍ਓྨࠓ͘、
はੜ໋のجຊߏ੒୯Ґをॻ͖׵ る͑ ͱ͜΍、৽たに૑りग़͢ ͱ͑͜͞΋Մೳになった。

ຖ೥、世界தのՊֶऀ、ઐ໳Ո、おΑͼؔػڀݚのωットϫーΫは、国連環境計画ͱྗڠしてզʑのࣾձ、ࡁܦ、おΑͼ環境にେ͖なӨڹを༩͑
͏る৽たな໰୊をݟいͩして෼ੳしている。͜ Εらの໰୊の͔ͭزは、ࢥい͕͚ない༻్ͱෆ֬ఆなリεΫを൐͏৽ٕज़ͱリンΫし、そのଞは、
自વ؍ܠのஅยԽおΑͼ௕ؒظౚ݁していた౔৕の༥ղͱいったӬଓ的な໰୊Ͱある。΋͏ Ұͭの໰୊、஠ૉԚછは、ੜ෺ݍにお͚る਺े೥
のਓؒ活動のඇҙਤ的な݁ՌをあらΘしている。ຊใࠂॻͰ取り্͛たޙ࠷の໰୊、ީؾม動΁のෆద੾なదԠは、มΘりΏ 世͘界にର͢る
े෼͔ͭద੾なॱԠにզʑ͕ࣦഊ͢る ͱ͜にண目している。

ྑい஌らͤ΋ある。౰֘ՕॴをಡΉͱΘ͔るͱおり、஠ૉ؅ཧͱい͏世界的な໰୊にର͢る全ମ的なΞプϩーν͕࢝·りͭͭある。த国、Πン
υ、おΑͼԤभ連߹において、஠ૉංྉのΉͩを減らしてޮ཰をվળ͢るલ్༗๬Ͱ৽たな取り組み͕੒͞Εている。ۃڀ的には、そのଞのՁ
஋あるӫཆԘ΍ૉࡐͱಉ༷に஠ૉをճऩして࠶॥環ͤ͞る ͱ͕͜、ΫリーンͰ࣋ଓ的な೶ۀをॿ͚る。ਅの॥環ࡁܦܕͰある。

ຊใࠂॻͰ取り্͛た໰୊を௨͡て、զʑの自વ΁のհೖはৗに、全نٿ໛Ͱ΋෼ࢠϨϕϧͰ΋、զʑのॅ·͏஍ٿに௕ظ的なӨڹをҾ͖ى
͜͢リεΫを൐͏ ͱ͜をೝࣝ͢΂͖Ͱある。し͔し、ઌݟの໌を࣋ってڠಇ͢る ͱ͜にΑり、໰୊のҰาઌを進みଓ͚、Կ世୅΋ઌ·Ͱをݟਾ͑
たղܾࡦを૑଄Ͱ͖るͩΖ͏。

+PZDF�.TVZB
国連環境計画
௕୅ཧہ຿ࣄ

͸͡Ίʹ
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窒素໰୊ͷղ ɿܾ窒素॥؀Ԛછ͔Β窒素ͷ॥ࡁܦܕ؀΁

窒素໰୊ͷղ ɿܾ
஠ૉ॥環Ԛછ͔ら஠ૉの॥環ࡁܦܕ΁

มԽ͕ݟらΕたのͩ。そ͜には、஠ૉ໰୊ʢਓྨの஠ૉར༻͕΋た
ら͢ෛのӨڹʣにਅ݋に取り組ΉたΊ、ফඅͱੜ࢈の૒ํにͭいて
の৽しいؚ͕ํ͑ߟ·Εている�����。

஠ૉは、஍ٿのେؾதに͖ΘΊて๛෋にଘ͢ࡏるݩૉͰある。஠ૉ
෼ࢠʢ/�ʣͱしての஠ૉはແ֐Ͱ、զʑ͕ؾۭ͏ٵの���を઎Ίてい
る。/�のೋͭの஠ૉࢠݪはڧいࡾॏ݁߹Ͱ݁ͼ෇いていて、ඇৗ
に҆ఆしておりԽֶ的にෆ活ੑͰある。஍ٿは/�のԸܙをड͚てい
る。なͥなら、̓ ఆੑのߴい/�はੜ໋͕ൟӫͰ͖る҆全なେؾを࡞
りग़し、ࢎૉೱ౓্͕ঢしա͗る ͱ͜にΑるՐࡂのසൃを཈͑ている
͔らͩ。環境の໘Ͱは、/�͕൓ԠੑのߴいଞのԽֶܗଶにม͢׵る
ͱ͜、͢ なΘͪ、ʮݻఆ஠ૉʯ΍ʮ൓Ԡੑ஠ૉʢ/Sʣʯͱݺ͹Εる஠ૉ
Խ߹෺にม͢׵る ͱ͕͜஫目͞Εる��
��。/Sにはଟ の͘Ըܙͱ༗֐な

Photo credit: oticki / Shutterstock.com

஍نٿ໛ͷ窒素໰୊�

国連環境計画ʢ6/&1ʣの����೥ใࠂॻʢ:FBS�#PPLʣは、環境தのա
৒な൓Ԡੑ஠ૉʢ҆ఆな஠ૉ෼ࢠʦ/�ʧをআ ஠͘ૉԽ߹෺ʣ͕ ͱて΋
ॏཁͰある ͱ͜をڧௐしている�。そして、その݁࿦はզʑにܯ৊を
໐らしている。஠ૉԚછ͕େن໛͔ͭෳࡶͰある ͱ͜のみならͣ、஠
ૉԚછの削減͕΄ͱΜͲ進లしていないのͰある。͜ Ε·Ͱにݟग़
͞Εたղܾࡦはे෼にීͣͤٴ、そのҰํͰ、世界の஠ૉԚછはҾ
͖ଓ͖進ΜͰおり、େؾԚછの進ߦ、཮ҬおΑͼਫҬ環境のѱԽ、
͜。����ม動のܹԽ、そしてΦκン૚のഁյ͕ଓいているީؾ Εらの
ѱӨڹは、ਓの健؅ݯࢿ、߁ཧ、ੜ活、そしてࡁܦに΋おΑͼ、࣋ଓ
Մೳな։ൃ目ඪʢ4%(Tʣのୡ੒の๦͛ͱなっている�����。し͔し、ر
๬のஹしはある。աڈ�೥ؒͰ஠ૉԚછの؅ཧにର͢る取り組みに
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窒素分子（N2）

発生源
զʑ͕͢ٵݺるۭؾの78%を
઎Ίる。

便益
஍্ٿのੜ෺にͱって҆ఆし
たେؾをҡ࣋͢る。·た、ۭ を
੨ 。るͤݟ͘

影響
ແ֐Ͱ൓Ԡੑに๡しい෺࣭Ͱ
ある。

アンモニア（NH3）

発生源
ଯං、ංྉ、όΠΦϚε೩ম。

便益
Ξϛϊࢎ、たΜͺ࣭͘ 、߬ ૉの΋
ͱͱなる෺࣭Ͱある。·た、ං
ྉͱして޿ ༻͘いらΕている。

影響
෋ӫཆԽをҾ͖ى し͜、ੜ෺ଟ
༷ੑにӨ͢ڹる。େؾதͰཻ
ڹӨ߁੒して健ܗঢ়෺࣭をࢠ
を΋たら͢。

一酸化窒素（NO）
二酸化窒素（NO2）

発生源
ӡ༌・ۀ࢈・ΤωϧΪー෦໳に
お͚る೩ম。/0ͱ/0�は·ͱΊ
て/09ͱ΋ݺͿ。

便益
/0はਓؒのମ಺Ͱੜཧֶ的に
ॏཁなはたら͖を༗しており、
ෆՄܽな෺࣭Ͱある。/0�のศ
ӹは஌らΕていない。

影響
/0ͱ/0�ʢあΘͤて/09ʣはओ
ཁなେؾԚછ෺࣭Ͱあり、৺࣬
。͢͜ىをҾ͖ױ࣬ثٵݺ΍ױ

硝酸塩（NO3-）

発生源
Լਫ・ഇਫ、೶09/、ۀのࢎԽ。

便益
ංྉ΍രༀに࢖͘޿ΘΕてい
る。

影響
ਫதͰ෋ӫཆԽをҾ͖͢͜ى。
େؾதͰཻࢠঢ়෺࣭をܗ੒し
て健߁Өڹを΋たら͢。

一酸化二窒素（N2O）

発生源
೶ۀ޻、ۀ、೩ম。
�

便益
ϩέット推進ࡎ、সؾΨεͱし
てҩྍ活動にར༻͞Εる。
�

影響
/�0は$0�の໿���ഒのޮՌを
΋ͭԹࣨޮՌΨεͰある。·た、
੒૚ݍΦκンの減গ΋Ҿ͖͜ى
͢。

ޮՌ͕あり、໰୊をෳࡶにしている。/Sは஍্ٿの͢΂てのੜ෺に
ඞਢな෺࣭Ͱある。ྫ ͑͹、ΞンϞχΞʢ/)�ʣは、Ξϛϊࢎ、たΜͺ
࣭͘ 、߬ ૉ、%/"の΋ͱͱなり、͢ ΂てのੜ෺の୅ँのத৺にある෺
࣭ͩ。ಉ༷に、ҰࢎԽ஠ૉʢ/0ʣはੜମ಺Ͱ৘ใを఻ୡ͢る෺࣭ͱし
てはたら͖、ΞンϞχ΢Ϝʢ/)��ʣͱ঳ࢎԘʢ/0��ʣは஠ૉをඞཁͱ͢
る২෺のओな஠ૉཆ෼ͱなる。ͭ ·り、/Sには৯ྉ΍ࣂྉのੜ࢈を
ଅ͢ͱい͏ॏཁなԸܙʢศӹʣ͕ ある。ਓ޻的に஠ૉをݻఆ͢るٕज़
Ͱあるϋーόー・ボッγϡ๏にΑり、ਓྨはΞンϞχΞ、೘ૉ、঳ࢎ
Ԙͱいったංྉをେྔに੡଄͢る ͱ͜Ͱ、૿ Ճをଓ͚る世界ਓޱを
͜。��ている͑ࢧ ΕͱฒΜͰ、ਓྨはੜ෺ֶ的஠ૉݻఆʢϚϝՊ২෺
なͲのࠜͱڞੜ͢るҰ෦の౔৕ەࡉのはたら͖ʣのԸܙ΋ಘている。

͜Εらのศӹにରして、環境΁のଟྔのΞンϞχΞ、঳ࢎԘ、ҰࢎԽ
஠ૉ、ҰࢎԽೋ஠ૉʢ/�0ʣ、そのଞのܗଶの൓Ԡੑ஠ૉのഉग़にΑ
る஠ૉԚછ͕、ଟ༷なӨڹを΋たらしている。͜ Εらの൓Ԡੑ஠ૉに

は、೶஍΁の஠ૉංྉのޙ༺ࢪに௚઀ൃੜ͢る΋の΋ある͕、Ոச
ͱਓؒのഉͤͭ෺΍ଞの༗ػഇغ෺͔ら΋େྔにൃੜ͢る。ੜ෺ֶ
的஠ૉݻఆに൐͏環境΁の/Sのഉग़は、ଟ の͘஠ૉංྉにΑるഉग़
Αり΋গないͱ͑ߟらΕている。し͔し、Ոசͱਓ͔ؒらഉͤͭ͞Ε
た஠ૉにはංྉͱੜ෺ֶ的ݻఆの྆ํの஠ૉؚ͕·Εていて、ͱ΋
に/SにΑるԚછにؔ༩している。൓Ԡੑ஠ૉはਓؒ活動の෭࢈෺ͱ
して΋ൃੜ͢る。ྫ ͑͹、Խੴ೩ྉ΍όΠΦϚεを೩΍͢ͱ/0ͱೋ
Խ஠ૉʢ/0�ʣ͕ࢎ ൃੜ͢る。/0ͱ/0�を·ͱΊて஠ૉࢎԽ෺ʢ/09ʣ
ͱ΋ݺͿ。͜ Ε·Ͱ、自動ं΍ΤωϧΪー͔ۀ࢈らൃੜ͢る/09の
削減にେ͖な౒ྗ͕෷ΘΕて͖た͕、世界Ͱٸ଎なൃࡁܦలを਱͛
ている஍ҬͰは/09のഉग़ྔ͕ґવͱして૿Ճしている�
��。ͭ ·り、
ਓྨは健ީؾ、߁、そしてੜଶܥを͔ڴ ʮ͢൓Ԡੑ஠ૉのカΫςϧʯ
を࡞っており、஠ૉはਓྨ͕௚໘͢る࠷΋ॏཁなԚછ໰୊のҰͭͱ
なっているのͩ。し͔し、͜ の໰୊のਂ͞ࠁはՊֶ෼໺の֎Ͱは΄ͱ
ΜͲೝࣝ͞Εておらͣ、ෆ໌఺͕ଟ 。Εた··ͱなっている͘͞࢒

ଶܗதʹ͓͚Δ窒素ͷ͞·͟·ͳڥ؀
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窒素໰୊ͷղ ɿܾ窒素॥؀Ԛછ͔Β窒素ͷ॥ࡁܦܕ؀΁

窒素ʹ͍ͭͯΘ͔͍ͬͯΔ͜ ͱɾΘ͔͍ͬͯͳ͍ ͱ͜

஠ૉԽ߹෺の॥環΍、ਓؒ活動͕஠ૉ॥環にٴ΅͢Өڹは、͜ Ε·
Ͱに΋͞·͟·なจॻにهड़͞Εている�
��
��
��。し͔し、ީؾม動
にお͚る୸ૉのҐஔ͚ͮͱൺ΂て、஠ૉ໰୊にؔして۩ମ的なߦ動
をଅٞ͢࿦は΄ͱΜͲな͞Εていない。౎ࢢ΍೶஍の্ۭͰは、൓
Ԡੑ஠ૉʢྫ͑͹/09、/)�、ඍখཻࢠঢ়෺ ʦ࣭1.���ʧなͲʣのೱ౓্
ঢ͕ݕग़͞Εている。世界のいͭ͘ ͔の஍ҬͰは、೶஍Ͱの஍Լਫ
にؚ·Εる঳ࢎԘೱ౓΍、Լਫॲཧ͕あ·り進ΜͰいない౎ࢢԼྲྀ
のՏ઒にؚ·Εる঳ࢎԘೱ౓্͕ঢしている。ԹࣨޮՌΨεͰある
/�0のେؾೱ౓はՃ଎౓的に্ঢしている。ਓྨは஍نٿ໛Ͱ஠ૉ
॥環をେ͖͘มԽͤ͞てଟ༷なӨڹをҾ͖ى し͜ており、൓Ԡੑ஠
ૉは஍Ҭ͔ら஍نٿ໛Ͱ取り組Ή΂͖ॏཁなԚછ෺࣭なのͩ��。

ʮԤभ஠ૉΞηεϝントʢ&/"ʣʯは、஠ૉԚછ͕΋たら͢ओཁなڴҖ
を、ਫ࣭、େ࣭ؾ、ԹࣨޮՌΨεのόϥンε、ੜଶܥͱੜ෺ଟ༷ੑ、
౔৕の࣭の�ͭͱした�。ಉใࠂॻは、஠ૉԚછ自ମは৽しい໰୊Ͱ

はない͚ΕͲ΋、ଟ の͘طଘの環境໰୊にର͢るղܾࡦの�ͭͱし
ての஠ૉ؅ཧ͕ඞཁͰあるͱڧௐした。৯ྉੜ࢈にͭいては、஍ٿ

��໛の஠ૉར༻は͖ΘΊてඇޮ཰的Ͱあるن��。フーυνΣーン全
ମをߟ る͑ͱ、೶ۀੜ࢈に౤ೖ͞Εる൓Ԡੑ஠ૉの͏ͪ、ਓؒの৯
඼ͱなる΋のは���લޙにա͗ない��
��。ͭ ·り、࢒り���は、Ԛછ
෺࣭あるいは/�ͱして環境に์ग़͞Εる ͱ͜をҙຯ͢る。൓Ԡੑ஠
ૉԚછͱは、وॏなݯࢿのେن໛なଛࣦͰ΋あるのͩ。

աڈのରࡦは、൓Ԡੑ஠ૉのछྨ͝ͱに͹ら͹らに取り組·Εて͖
た。͜ Εら͢΂てをҰॹにྀ͢ߟる ͱ͜にはいͭ͘ ͔のར఺͕ある。
ୈҰに、൓Ԡੑ஠ૉ͕΋たら͢͞·͟·なศӹのγφδーʢ૬৐ޮ
Ռʣ΍、ศӹͱڴҖのトϨーυΦフʢ૬൓ޮՌʣのݕ౼͕Մೳͱなる。
ୈೋに、ಉ͡ ॏ͘ཁな ͱ͜ͱして、੓ࡦ΍ࢢຽ΁の৘ใఏڙのたΊに、
஠ૉԚછにΑる͢΂てのӨڹのࣾձ的ίεトのࢉఆを͜͏ߦ ͱ͕Ͱ
͖る��
��。たͩし、ίεト推計は؇࿨੓ࡦのಋೖに໾ཱ͕ͭ、஠ૉԚ
છのਅのίεトを推計͢る ͱ͜は༰қͰはない。なͥなら、஠ૉԚ
છのそΕͧΕのӨڹはجຊ的にಉҰج४Ͱのൺֱ͕Ͱ͖ない޲܏

/0�はओに自動ं、ൃ ిॴ、ۀ࢈活動͔らഉग़͞ΕるΨεͰある。/0�おΑͼ/0ʢあΘͤて/09ʣは、ଞのେؾԚછ෺࣭ͱの൓Ԡを௨͡て、ରྲྀݍΦκン、�
ཻ、෺࣭ੑࢎ 。ঢ়෺࣭をੜ੒͢るࢠ
Photo credit: NASA Goddard Space Flight Center

2���೥ͷରྲྀݍ二酸化窒素（NO2）ͷฏۉೱ౓

�����NPMFTDVMFT�DN�
� � � � � �
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にあり、ڞ௨ई౓を͚ͭݟる ͱ͕͜೉しいたΊͰある。ਓの健߁、ੜ
ଶީؾ、ܥのίεトをൺֱ͢るのは、リンΰͱΦϨンδをൺ΂るΑ͏
な΋のͩ。そ͏Ͱあって΋、஠ૉԚછのリεΫを減らそ ͱ͏い͏ҙࢥ、
あるいはੜଶܥ΁のӨڹͱҩྍαーϏε໘にͮجいたίεトの推計
は༗ӹͰある。஠ૉԚછ͕΋たら͢世界全ମのίεトは、೥ؒ�ઍ�
ඦԯถυϧʙ�ஹ�ઍԯถυϧͱੵݟ΋らΕている��。

Ұํ、Αり୯७な計͕ࢉΑりઆಘྗをͭ࣋ ͱ͜΋ある。世界全ମͰは、
೥ؒ�ԯトンલޙの஠ૉ͕൓Ԡੑ஠ૉ΍/�ͱして環境΁ͱഉग़͞Ε
ている��
��。͜ Εに஠ૉ�LH౰たり�ถυϧͱい͏ංྉՁ֨を৐͡る
ͱ、೥ؒ໿�ઍԯถυϧのଛࣦに૬౰͢る。͜ の ͱ͜はߦ動を͢͜ى
たΊのڧい動ػになり͑ る。͜ のΑ͏な৘ใは、αϋϥҎೆΞフリカ
のΑ͏に൓Ԡੑ஠ૉ͕ஶし͘ෆ଍͢る஍Ҭに΋ద༻Ͱ͖る。αϋϥ
ҎೆΞフリカͰは、஠ૉԚછを௿減͢る ͱ͜にΑって、ݶらΕた൓Ԡ
ੑ஠ૉݯࢿを、৯ྉੜ࢈のたΊにΑりଟ͘ར༻Ͱ͖るΑ͏になる��。
൓Ԡੑ஠ૉの/�΁のม׵ʢ୤஠ͱݺ͹Εるʣは、஠ૉԚછを๷͙҆
全なํ๏ͱは͑ݴない。なͥなら、その෼͚ͩ৽نの/Sを౤ೖ͢る
ඞཁ͕あり、そΕはԚછを૿΍͢޲܏にある͔らͩ。ࡁܦ全ମの஠
ૉར༻ޮ཰ʢ/6&ʣをߴΊるたΊには、/�ͱ൓Ԡੑ஠ૉ͢΂てのଛࣦ
を減ら͢ඞཁ͕ある。

����������ϏσΦɿ஍ٿશମͷେ࣭ؾ΁ͷਓྨͷʮࢦ໲ʯ

����������ϏσΦɿ༗ಟ૶ྨ͔ΒޒେބΛ͏ٹ

����೥�݄�೔のカφμʵถ国ؒのΤリーބ੢෦にお͚るਫの՚ʢ૶ྨϒϧー
Ϝ、ೕന৭をଳͼた྘৭ʣ。ΤリーބͰසൃ͢る૶ྨのେൃੜは、೶ۀに༻い
るංྉ΍ଯංのྲྀग़、౎ࢢԼਫ、େؾ௜ணにΑる஠ૉͱリンのෛՙにΑって
Ҿ͖͜͞ىΕている。
Photo credit: Je� Schmaltz / NASA Goddard Space Flight Center 

Video link: https://www.youtube.com/watch?v=b6JzL4NG26k 
Photo: Algal bloom in Pelee Island in the southeast of Lake Erie
Photo Credit: Tom Archer / Michigan Sea Grant (www.miseagrant.umich.edu)

© PBS NewsHour

Video link: https://www.youtube.com/watch?time_continue=7&v=aMnDoXuTGS4
Photo credit: Doin / Shutterstock.com

© NASA Goddard
Space Flight Center
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窒素໰୊ͷղ ɿܾ窒素॥؀Ԛછ͔Β窒素ͷ॥ࡁܦܕ؀΁

生׆ഉਫɾۀ࢈
ഉਫɾ৯඼ഇغ෺は
たΜͺ࣭͘ をؚΉ。
ͨΜͺ࣭͘ のॏྔの໿
���͕஠ૉͰある��。

N2

N2
N2N2

ӡ༌ɾΤωϧΪーɾۀ࢈෦໳ʹ͓͚ΔԽੴ೩ྉͷ೩ম

ංྉ੡଄
ϋーόー・ボッγϡ๏は、���೥Ҏ্લに
஠ૉංྉͱ஠ૉを༻いたരༀのେྔੜ࢈の
χーζ্޲にԠ͑るたΊにൃ໌͞Εた。
Ұ෦のەࡉにΑるੜ෺ֶ的஠ૉݻఆͱಉ༷に、
ਓ޻తʹେؾதͷN2ΛNH3ͱ͠ 。ఆ͢るݻͯ

ఆݻഓʹ͓͚Δੜ෺ֶత窒素࠿෺࡞
自વ界Ͱは、ཕޫおΑͼ
஠ૉݻఆەࡉにΑる
生෺ֶత窒素ݻఆ
にΑって/�͕
/Sにม͞׵Εる

ഇغ෺
/Sのഉग़削減において
৯ྉੜ࢈ͱԽੴ೩ྉの೩ম͕
ॏཁͰある ͱ͜にՃ͑、
ഇغ෺؅ཧͷ໾ׂは、
環境΁の連࠯的な/Sྲྀग़を
๷͙に΋ॏཁͰある。

ੜ活・ۀ࢈ഉਫͱҟなり、ଟ の͘৯඼ഇغ͸
ճආՄೳͰある。

Ұ෦の/Sはੑؾݏඍੜ෺にΑる୤窒Ͱ
/�にؐ͞ݩΕる。ఱવのプϩηεͰはੜ
෺ֶ的஠ૉݻఆͱ୤஠にΑって஠ૉ॥
環のόϥンεはҡ࣋͞Εる。し͔し、஠
ૉݻఆەࡉͱڞੜ͢るϚϝՊ࡞෺ͷΑ͏
ͳ窒素ݻఆ࡞෺の࠿ഓ૿Ճ͕௥Ճ的な
/Sの౤ೖྔをஶし͘૿ Ճͤ͞、環境΁の
/Sଛࣦを૿΍した。

化ੴ೩ྉͷ೩মは
N2͔ΒNS΁ͷ
ਓҝతͳݻఆの
�3�を઎Ίる�。

༌ૹ෦໳は
NO9ഉग़の
���Ҏ্に
ؔ༩͢る��。

ੴ୸、ੴ༉、ఱવΨεのߴԹ೩মはNOͱNO2
ʢあΘͤてNO9ʣのܗͰଟྔのNSを์ग़͢る。

Δ͚͓ʹ࢈෺生࡞
生෺ֶత窒素ݻఆは、
N2͔ΒNS΁ͷ
ਓҝతͳݻఆの
2��を઎Ίる�。

NO3

-NH4

+ NO2

-

Nitrogen �xation Denitri�cation

ɺࡊ෺ɺՌ෺ɺ໺ࠄ
෺غは৯඼ഇࡊࠜ
おΑͼ৯඼ϩεの

。��੒͢るߏେ෦෼を࠷

ຖ೥、ੈ քͰফඅ
͞ΕΔ৯඼ͷ��3͕ഇغ
͋Δ͍͸ফඅ͞Εͣʹ
ଛࣦ͞Εている��。

ංྉ੡଄は
N2͔ΒNS΁ͷ
ਓҝతͳݻఆの
�3�を઎Ίる�。
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窒素カスケードۭؾの
���は
/�Ͱある。

/Sの૿ՃはਫҬの
෋ӫཆ化をଅ進し、

཮ਫ・ւ༸環境にお͚る
༗֐ͳ૶ྨϒϧʔϜɺ
σουκʔンܗ੒ɺ
生෺ଟ༷ੑͷଛࣦを

΋たら͢�。

窒素酸化෺（NO9）は
౎ࢢのେ࣭ؾにӨ͢ڹる。
/0�のٸ ・ੑຫੑമ࿐は、

おΑͼ͜Εらにױɾ৺݂؅࣬ثٵݺ
Αるࢮ๢཰の૿Ճを΋たら͢。
、ߴಐࣇ ྸऀ、おΑͼᄶଉऀױは
ಛに/0�にରして੬ऑͰある。

େؾ΁の/Sഉग़は、
߱ਫͱのࠞ߹にΑり

硝酸ੑͷ酸ੑӍをੜ੒ͤ͞る。

೶஍͔らの硝酸塩（NO3-）は
౔৕を௨͡て஍Լਫに༹୤し、
ҿྉਫͷਫ࣭にӨڹをٴ΅し、
ਓͷ݈߁にॏେなリεΫを

΋たら͢��。

© Johnny Adolphson/Shutterstock.com

ΞンϞχΞͱ঳ࢎは
൓Ԡしてཻ子ঢ়෺࣭の

঳ࢎΞンϞχ΢Ϝをܗ੒し、
のױͱ৺࣬ױ࣬ثٵݺ
リεΫを૿Ճͤ͞る��。

世界のアンモニア（NH3）
ഉग़ྔの���は、

ओにංྉͷࢪ༻ͱச࢈
ͱいったਓؒ活動に
༝དྷしている��。

一酸化二窒素（N2O）は、
$0�の���ഒྗڧな
ԹࣨޮՌΨεͰあり、
Φκン૚΋ഁյ͢る。

஠ૉはあらΏるੜ෺にͱってඞਢͰある。
%/"、Ξϛϊࢎ、たΜͺ࣭͘ 、ΫϩϩフΟϧ、߬ ૉ、Ϗλϛン、

そのଞଟ の͘༗ػԽ߹෺にؚ·Εている。

N2は๛෋にଘ͢ࡏる͕、Ұ෦のඍੜ෺をআいて、
ੜ෺は௚઀に୅ँར༻Ͱ͖ͳ͍。

஠ૉをར༻Մೳに͢るたΊには、/�をଞのܗଶの஠ૉ
ʢ൓Ԡੑ窒素ɺNSʣにม׵しな て͘はならない。

ਓҝݯىの
N2Oഉग़ྔの΄΅
���は೶͔ۀら
ൃੜ͢る��。

ΞンϞχΞԚછは
෋ӫཆԽ、౔৕ੑࢎԽ、
ੜ෺΁の௚઀ಟੑを

΋たらし、生෺छͷ๛͔ ͱ͞
生෺ଟ༷ੑΛ

��গͤ͞Δݮ�����。

����೥に世界Ͱ
ফඅ͞Εた஠ૉංྉは
�ԯ���ສτンͰ、͜ Εは
τϥοΫ�2�ສ୆分に

૬౰͢る��。

೶஍にࢪ༻͞Εる
஠ૉංྉの���͕、
஠ૉԚછ源になり、
あるいは୤窒にΑり
/�に໭͞Εて
ແବになる��。

ΞンϞχ΢Ϝੑංྉの
௕ࢪظ༻は౔৕Λ

酸ੑ化ͤ͞、࡞෺ੜ࢈に
ѱӨڹをٴ΅͢��
��。
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窒素໰୊ͷղ ɿܾ窒素॥؀Ԛછ͔Β窒素ͷ॥ࡁܦܕ؀΁

੓ࡉࡦ分化ͱ॥ࡁܦ؀ͷղܾࡦ
஠ૉにؔ͢るՊֶ͕、環境ഔମʢྫɿେؾ、ਫ、౔৕ʣ΍൓Ԡੑ஠ૉ
のԽֶܗଶ͝ͱにࡉ෼Խ͞Εて͖たΑ͏に、஠ૉ੓ࡦ΋ର৅ྖҬ͝
ͱにࡉ෼Խ͞Εて͖た。൓Ԡੑ஠ૉのӨڹは、େؾԚછ、ީؾม動、
ਫҬ・ւҬ、ੜ෺ଟ༷ੑ、ਓの健߁、৯ྉ҆全อোなͲ、いͭ͘ ΋の
੓ྖࡦҬに·た͕る。͜ ͏いった੓ࡦのࡉ෼Խは、ଟ の͘国ʑにお͚
る国಺੓ࡦͱಉ༷に4%(Tに΋ݟらΕる。4%(Tͱその指ඪをௐ΂て
みるͱ、஠ૉは΄΅あらΏる目ඪ΍指ඪにؔ連している΋のの、́ ͱ
ΜͲ໌ࣔ͞Εていない ͱ͕͜Θ͔る。ࡏݱఏҊ͞Εている指ඪの͏
ͪ、ւ༸ݯࢿにؔ͢る4%(�����ͰఏҊ͞Εている指ඪのみ͕஠ૉ
ͱ௚઀にؔ連͚ͮらΕている��。4%(Tの指ඪ܈に/6&΍஠ૉଛࣦ
をؚΊるͱい͏ఏҊは·ͩ࠾୒͞Εていない��
��。

஠ૉ॥環を·た͙੓ࡉ͕ࡦ෼Խ͞Εた݁Ռは、੓ࡦのトϨーυΦフ
ͱい͏ܗͰ༰қにೝࣝͰ͖る。ྫ ͑͹、Ԥभ連߹ʢ&6ʣの঳ࢎԚછを
௿減͢る੓ࡦは、ౙقにお͚る೶஍΁のଯංのࢪ༻をࢭېした。し
͔し、その݁Ռ、य़͔らՆに͔͚てのଯංのࢪ༻を૿΍し、େؾத
の/)�ೱ౓の૿Ճを΋たらした��。͜ のΑ͏なҰ࣌的なӨڹは、/)�
ൃੜを཈ る͑ଯංࢪ༻๏をఆΊているগ਺の&6国においてのみ෦
෼的にճආͰ͖る΋のͰあった��。΋͏ Ұͭのྫは、΢γの԰಺ࣂҭ
にΑりԹࣨޮՌΨεͰある/�0ഉग़を削減しΑ ͱ͏͢るࠂקͰある。
し͔しな͕ら、ഉग़؇࿨のྑ࠷のٕज़खஈ͕あったͱして΋、͜ の
ํ๏はҰൠ的には/)�のഉग़ྔを૿΍͢��。͜ ͏いったトϨーυΦフ
は、೩মݯىの൓Ԡੑ஠ૉに΋みらΕる。ྫ ͑͹、����೥୅に/09
ഉग़を削減͢るたΊの৮ഔٕज़をಋೖした݁Ռ、/�0ͱ/)�のഉग़
ྔ͕૿Ճした。

を౷߹ԽࡦͰ஠ૉのՊֶͱ੓ܗҖをԣஅ͢るڴのྫは、ෳ਺のه্
͢る ͱ͕͜ૣٸにඞཁͰある ͱ͜をࣔしている��
��
��。ྫ ͑͹、த国੓
෎は����೥のʮංྉ࢖༻૿Ճθϩに͚޲たߦ動計画ʯʢ"DUJPO�1MBO�
GPS�UIF�;FSP�*ODSFBTF�PG�'FSUJMJ[FS�6TFʣにおいて、����೥·Ͱに৯
ྉੜ࢈を減ら͢ ͱ͜な Խֶ͘ංྉのফඅ૿ՃをࢭΊる ͱ͜を目ඪͱし
た。͜ ΕはあらΏるܗଶの஠ૉԚછの཈੍に༗ޮͰある。࣍のεςッ
プͱして、ߞ஍۠画のݟ௚し、ٕ ज़ֵ৽、おΑͼ৘ใ఻ୡにؔ連͢る
ࣾձࡁܦ的なো֐にয఺を౰てる΂͖ͱఏҊ͞Εている��。

窒素ɺӫཆ塩ɺͦ ͯ͠ ॥ࡁܦܕ؀

����೥にԤभ連߹ʢ&6ʣͰ࠾୒͞Εたʮ॥環ࡁܦܕύッέーδʯ
は、ੜ࢈、ফඅ、ഇغ෺؅ཧ、ೋݪ࣍ྉリαΠΫϧͱい͏όリϡー・
νΣーンʢՁ஋連࠯ʣの͢΂てのஈ֊にお͚るݯࢿར༻ޮ཰を࠷
େԽ͢る ͱ͜を目指している��
��。その計画Ͱは、༗ػංྉͱഇ
にお͚る஠ૉͱリンなͲࡁܦ෺༝དྷංྉの؅ཧͱ取Ҿ͕、&6غ
のӫཆԘのճऩͱリαΠΫϧの伴になるͱೝࣝ͞Εている。৽た
な੍نͰは、国಺ͰೖखՄೳなੜ෺ੑഇغ෺、ס૩あるいはফ
Խしたഉͤͭ෺なͲのச࢈෭࢈෺、そのଞの೶ۀ༝དྷ࢒ᕓを༻
いた༗ػංྉの࣋ଓՄೳֵ͔ͭ৽的なੜ࢈を঑ྭしている。ݱ
෺ʢੜ͝みなͲʣの��のみ͕リαΠΫϧおغഇػ6Ͱは༗&、ࡏ
Αͼංྉͱしてར༻͞Εているにա͗ない。ੜ෺ੑංྉの国境
をӽ͑た自༝౓のߴいྲྀ௨をՄೳͱ͢る ͱ͜Ͱ、&6Ҭ಺のೋ࣍
໢ʣの૑ग़にͭな͕څڙ৔ͱαプϥΠνΣーンʢࢢن৽͚޲ྉݪ
る。その݁Ռ、໿��ສਓのޏ༻͕ੜみग़͞Εるͱ͞ࢉࢼΕてい
る。ੜ෺ੑഇغ෺͔らの஠ૉのճऩは、੡଄に൐͏୸ૉͱΤω
ϧΪーのフットプリント͕େ͖い߹੒ແػංྉのधཁを削減、୅
ସ͢るͱظ଴͞Εている。ಉ࣌に、環境΁の൓Ԡੑ஠ૉのഉग़
の削減に໾ཱͭͩΖ͏ 。

஠ૉͱଞのӫཆԘの॥環ࡁܦܕ΁のணखは೶஍͔ら࢝·る。೶
஍͔らの஠ૉଛࣦを減ら͢ ͱ͜にΑって、࡞෺ੜҭをࢧ る͑ӫཆ
Ԙの͕څڙΑりޮ཰的になる。͜ ͜Ͱओにඞཁなのは、͜ の؇࿨
ख๏の࣮ࢪにΑり೶஍͔らの஠ૉଛࣦ͕削減͞Εる෼͚ͩ、೶
஍΁の஠ૉ౤ೖྔを減ら͢ ͱ͕͜Ͱ͖るͱい͏఺を೶ՈにΘ͔り
΍͘͢఻ る࣮͑༻的なπーϧをఏ͢ڙる ͱͩ͜。͜ のΑ͏なπー
ϧは、ӫཆԘϨϕϧを͔ࡉ ௐ͘੔͢る ͱ͜になる೶Ո΁の৴པを
ಘるたΊに、ద੾な౔৕਍அにΑってཪ෇͚らΕる΂͖Ͱある。

·たҰํ、෇ՃՁ஋のߴい࢈෺のੜ࢈のたΊに、஠ૉͱଞのӫ
ཆԘの࠶ར༻を֦େ͢るՄೳੑ΋େいにある。େن໛な౤͕ࢿ
ࣾձをʮ௿୸ૉࡁܦʯにస׵しͭͭあるΑ͏にʢྫɿ࠶ੜՄೳΤ
ωϧΪーݯࢿのಋೖʣ、஠ૉのՁ஋は、ʮ஠ૉの॥環ࡁܦܕʯに
。ձをࣔࠦしているػࡁܦを௨͡たେ͖なࢿての౤͚޲
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೶ۀにお͚る஠ૉ॥環を஠ૉの॥環ࡁܦܕϞσϧにస͢׵る ͱ͜΋
༰қに૝ఆͰ͖る。೶ۀにお͚る஠ૉར༻ޮ཰͕վળし、ංྉ、ੜ
෺ֶ的஠ૉݻఆ、ഉͤͭ෺͔らの஠ૉଛࣦを削減͢る ͱ͜にΑり、
զʑ͕ඞཁͱ͢る৯඼΍όΠΦ೩ྉに౸ୡ͢る৽ن஠ૉのׂ߹を૿
΍͢ ͱ͕͜Մೳͱなる。ಉ࣌に、Ոச΍ਓのഉͤͭ෺をංྉͱして
॥環ͤ͞る࠶ ͱ͜は、࠶ੜංྉ੡඼のࢢ৔ػձを֦େͤ͞る。

೩মをݯىͱ͢る/09΁のରࡦにͭいては、全てのར༻Մೳなٕज़
ʢྫ͑͹、৮ഔؐݩ΍ඇ৮ഔؐݩʣ͕ /09を/�に୤஠ͤ͞るٕज़Ͱ
あり、೶ۀͱൺ΂てঢ়͕گେ͖ ҟ͘なる。し͔し、͜ Εはݯࢿのେن
໛なଛࣦͰ΋ある。世界の/09ഉग़ྔに஠ૉංྉͱしてのՁ֨を৐
͡るͱ、೥ؒ���ԯυϧのݯࢿͱなる。ͭ ·り、/09を঳ࢎԘͱして
ճऩ͢るٕज़͕ඞཁͱ͞Εているのͩ��
��。

Πンυは、ࡒ੓的؍఺Αり、൓Ԡੑ஠ૉの環境的ଛࣦͱඇ೶ۀ༻్
Ͱの೘ૉࢪ༻にؔΘるิॿۚの૒ํを削減͢るたΊに、����೥͔
ら͢΂ての೘ૉංྉはχーϜ༉Ͱඃ෴͢る ͱ͜を国Ո੓ࡦに੝りࠐ
Μͩ。ಉ༷なࡒ੓的؍఺にΑり、����೥��݄のΠンυट૬͔ら೶
Ո΁のݺͼ͔ ʢ͚1SJNF�.JOJTUFS`T�DBMMʣͰは、Πンυ国಺のいͭ͘
͔のभにお͚るʮθϩ༧ࢉ自વ೶๏ʯʢ;#/'��;FSP�#VEHFU�/BUVSBM�
'BSNJOHʣに͚޲た੓෎ࢧԉͱಉ༷に、����೥·Ͱにංྉを൒減͢
る ͱ͜をٻΊている。;#/'はߴ、 Ձなංྉ΍೶ༀの౤ೖをආ͚る͜
ͱにয఺を౰てており、೶Ոのෛ࠴を減ら͢ͱͱ΋に、౔৕༗ػ෺
の૿Ճ΍౔৕ංཊ౓のվળをଅ͢。ΠンυのΞンυϥ・プϥσγϡ
भͰは、ʮ࣋ଓՄೳなΠンυのたΊのۚ༥フΝγリςΟʯʢ4*''ʣを௨
͡た#/1ύリόۜ1&/6、ߦ、国ࡍΞάϩフΥϨεトリーڀݚηンλー
ʢ*$3"'ʣͱのఏܞにΑり、;#/'͕਺ઍਓの೶Ոにٸ଎にීٴして
いる。͜ のֵ৽的なΞプϩーνは、౤֦ࢿେをࢧԉ͢るି෇に͑ࢧ
らΕている。そのି෇は、ංྉফඅྔの削減にΑってಘらΕるංྉ
Ε͞ࡁͱして、Πンυ੓෎にΑりฦݯࡒॿۚのଟֹの৒༨をิ͚޲
る��
��。

Western and
Central Europe

East Asia

Latin America and
the Caribbean

Africa

Eastern Europe
and Central Asia

South Asia

West Asia

North America

Oceania

Year
1980

Year
2016

13

11.7

15

34

2.8

9.2

1.8

3.6

9.4

5.3

4.7

21.8

1.3

3.3

11.8

14.2 0.3

2

����೥ͱ2���೥ͷ窒素ංྉͷ஍Ҭผফඅྔ
（୯Ґɿඦສτン窒素）

Data source: International Fertilizer Association (https://www.ifastat.org/databases/plant-nutrition)
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窒素ʹؔ͢Δแׅతͳࡍࠃアϓϩʔνʹ͚ͯ޲
いͭ͘ ͔の国͕౷߹的な஠ૉ؅ཧख๏をݧࢼ的にಋೖしている ͱ͜
は໌るいχϡーεͩ。ྫ ͑͹、υΠπはʮԤभ஠ૉΞηεϝントʯの
ఏݴに଎΍͔にରԠし、౷߹的な஠ૉઓུに取り組Μͩ��
��。ଟ の͘
国にͱって೉しい ͱ͜は、஠ૉのڴҖ΁のରԠ͕ෳ਺のলிに෼͔
Εてし·い、ߦ動のௐ੔͕೉しい ͱ͜Ͱある。ྫ ͑͹、ϒϥδϧͰは
೶஍の͞らなる֦େ͕ଓいており、࡞෺ͱՈசのੜ࢈に൐͏環境Ө
の削減にͭいて、はっ͖りͱした取り組みはな͞Εていない��。国ڹ
にͭいて΋໌֬なཱ๏おڹ的には、൓Ԡੑ஠ૉのӽ境ԚછのӨࡍ
Αͼ੓ߦࡦ動͕ඞཁͰある。

஠ૉのՊֶにؔ͢るઐ໳ՈάϧープͰある国ࡍ஠ૉΠχγΞςΟ
ϒʢ*/*ʣのϝンόーは、஠ૉԚછの໰୊に͔なりのྀߟを෷って͖
た。࠷ॳのεςップは、6/&1ͱྗڠして、国ࡍ੓ࡦのཱҊをՊֶ໘
͔らࢧԉ͢るڠಇ的Ξプϩーνをʮ国ࡍ஠ૉ؅ཧγεςϜʯʢ*/.4��
*OUFSOBUJPOBM�/JUSPHFO�.BOBHFNFOU�4ZTUFNʣͱしてཱ֬͢る ͱ͜
ͩ。

*/.4は、஍ٿ環境フΝγリςΟʢ(&'ʣおΑͼ��のࢀ画ؔػのྗڠを
ಘて、஠ૉ؅ཧ、஠ૉフϩーͱӨڹの౷߹ղੳ、අ༻・ศӹධՁ、ক

དྷの஠ૉγφリΦにؔ͢るΨΠμンεを࡞੒している。*/.4は·た、
౷߹的な஠ૉ؅ཧ͕ͲのΑ͏に໾ཱ͔ͭをࣔ͢たΊに、世界֤஍Ҭ
にお͚る࣮ ʢূσϞンεトϨーγϣンʣをల։している。����೥にެ
ද༧ఆの世界ॳのʮ国ࡍ஠ૉΞηεϝントʯはॏཁな੒Ռͱなるͩ
Ζ͏。

࿮組みを։ࡦな஠ૉ॥環にରしてΑりҰ؏した੓ࡶの՝୊は、ෳ࣍
ൃ͢る ͱ͜Ͱある。͜ の࿮組みのඞཁੑは、国連環境૯ձʢ6/&"ʣの
஠ૉにؔ͢るଟ਺のܾٞ、͢ Θなͪ、���ʢύリڠఆʣ、���ʢԽֶ෺
・࣭ഇغ෺ʣ、���ʢ࣋ଓՄೳなফඅͱੜ࢈ʣ、���ʢ৯඼ഇغʣ、����ʢւ
༸ʣ、����ʢαンΰ঴ʣ、����ʢ౔஍ྼԽʣ、���ʢ環境ͱ健߁ʣ、���ʢ౔
৕ʣ、���ʢେ࣭ؾʣ、おΑͼ����ʢਫ࣭Ԛછʣに໌֬にみらΕる��
��。
そのཁ఺は、֤ 国੓෎にରし、ޮ ཰的な஠ૉ؅ཧにΑってେؾ、ւ
༸、ਫ࣭Ԛછを૬৐的に௿減ͤ͞るޮՌを活͔͢Α͏͢ࠂקるܾٞ
���にࣔ͞Εている。

Պֶͱ੓ࡦのίϛϡχςΟにお͚るۙ࠷のٞ࿦Ͱは、஠ૉ੓ؒࡦの
連ܞをΑりޮՌ的にௐ੔͢るํ๏を໛ࡧしている��。͔ͭزのΦプ
γϣンをҎԼにࣔしてお 。͘

����������ϏσΦɿ೶ۀʹΑΔେؾԚછ

Video Link: https://www.youtube.com/watch?v=07P_wXTTusI
Photo credit: gillmar / Shutterstock.com

© European Union

ϏσΦɿංྉ͕ڥ؀ͱ͋ͳͨͷ໰୊Ͱ͋Δཧ༝

Video Link: https://www.youtube.com/watch?v=5TzzPOy1T3g
Photo credit: Visual Generation / Shutterstock.com

© Environmental Defense Fund
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Φプγϣン�ɿݱঢ়にお͚るෳ਺の੓ࡦ࿮組みを·た͙஠ૉ໰୊の
。෼Խࡉ

Φプγϣン�ɿ�ͭのطଘの੓ࡦ࿮組みにΑる஠ૉ໰୊΁のリーμー
γップ。たͩし、طଘのଟ国ؒ環境ڠఆʢ.&"TʣはそΕͧΕ஠ૉ໰
୊のҰ໘のみにରԠしており、ຊདྷのݶݖを֦େ͢る ͱ͕͜՝୊。

Φプγϣン�ɿ஠ૉ໰୊にରॲ͢る৽しい国ࡍ৚໿。ࡏݱ、͜ のΞプ
ϩーν΁の४උは΄ͱΜͲな͞Εていない。

Φプγϣン�ɿ6/&"のҕ೚にΑりおそら͘ઃஔ͞Εる、஠ૉにؔ͢
るྗڠؒؔػのたΊの੓෎ؒフΥーϥϜʮ৚໿ؒ஠ૉௐ੔ϝカχζ
Ϝʯʢ*OUFS�$POWFOUJPO�/JUSPHFO�$PPSEJOBUJPO�.FDIBOJTNʣ。

ଘの.&"Tط、しておらͣࡏ఺Ͱは、৚໿ؒௐ੔ϝカχζϜはଘ࣌ݱ
るͱͱ΋に、*/.4ͱଟ਺の.&"Tؒ͢ݶձを੍ػ͏߹いにֶͼޓ͕
のۀ࡞΋ඇޮ཰になっている。৚໿ؒௐ੔ϝカχζϜは、国連Ճ
ໍ国ͱؔ連.&"Tͱの͕ܨりのڧԽに໾ཱͭ ͱͩ͜Ζ͏。6/&1のϝ
δϟーάϧープͱそのଞརऀ܎ؔ֐は、ۀاͱࢢຽのࢀՃをطにଅ
している。たͩし、Φプγϣン�はあ ·͘Ͱ�ͭのબ୒ࢶͰある ͱ͜に
஫ҙ͕ඞཁͩ。ͲのΞプϩーν͕࠷΋ػ動的Ͱ、ޮ ཰的Ͱ、අ༻ର
ޮՌ͕ߴいの͔を֤国੓෎͕ٞ࿦͢る ͱ͕͜େ੾Ͱある。

そΕͰ΋なお、͜ のΑ͏なٞ࿦にはผのϝリット͕ある。άϩーόϧ
ࣾձ͕஠ૉにؔ͢るՊֶͱ੓ࡦのแׅ的Ξプϩーνをඞཁͱしてい
る ͱ͕͜、·͢·͢໌ら͔になって͖ている͔らͩ。ୈҰに、஠ૉԚ
છのൃੜݯͱؔ連͢るਓؒ活動ηΫλー͕ͱ΋にଟ༷Ͱあるͱい͏
఺を΋ͭࢹ ͱ͜Ͱ、そのର͕ࡦ༗しているγφδー΍トϨーυΦフを
る͢౼ݕ ͱ͕͜Մೳͱなる。͜ Εは、Ϗδωε໘ͰのटඌҰ؏したҙ
にརӹを΋たら͢ۀ࢈ͱۀし、೶ڙ൫をఏجఆのܾࢥ ͱͩ͜Ζ͏。ୈ
ೋに、͜ のแׅ的Ξプϩーνは、ਓྨの஠ૉར༻のมֵを΋たら͢
たΊにෆՄܽな॥環ࡁܦܕͱい͏ࢹ఺を進లͤ͞るج൫ͱなる。͜
ΕらにՃ͑て、஠ૉにର͢るแׅ的Ξプϩーνは、কདྷの環境੓ࡦ
͕໰୊ؒのௐ੔をい͔にޮ཰的に͑ߦる͔のྫূͱなる。6/&1は
ʮԚછのない஍ٿ΁ʯʢ1PMMVUJPO�'SFF�1MBOFUʣͱい͏ઓུの࣮ݱに
る全てのԚછ໰୊にରして、஠ૉ͢༺࡞ޓて活動している。૬͚޲
໰୊΁の取り組み͔らಘらΕる܇ڭはΑりେ੾な΋のͱなるͩΖ͏ 。

Climate
Air Quality

Stratosphere

Marine

Providing science support

Biodiversity

Inter-convention
Nitrogen

Coordination
Mechanism

 

Montreal Protocol

৚໿ؒ窒素ௐ੔ϝΧニζϜ

����������ϏσΦɿ೶ۀͷアンモニア໰୊

Video Link: https://www.youtube.com/watch?v=y0lG5mOWyAs 
Photo credit: Mark Sutton

© CAFREtv
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